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［果樹部門］ 農業研究所ホームページへ 

11．簡易被覆栽培ブドウにおける晩腐病菌の動態 
 

［要約］ 

前年の結果母枝及び巻きひげで越冬した晩腐病菌は、雨除け被覆下であっても降雨時に

飛散し、果房に感染する。菌の飛散は降水量 0.5mm/h 未満の場合でも生じる。 

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 病虫研究室 

［連絡先］電話 086-955-0543 

［分類］ 情報 

--------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

県内の簡易被覆栽培ブドウにおいて、晩腐病による被害が恒常的に発生し問題となってい

る。そこで、効率的な防除法を確立するため、簡易被覆栽培圃場における本病の伝染源、病

原菌の分生子形成及び飛散時期、果房への感染時期を解明する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．圃場で採取した前年の結果母枝及び巻きひげには、本病原菌が生存していた（図１）。 

２．感染枝における雨除け被覆下での分生子形成時期は、主に６月上旬～９月下旬であった

（図２）。 

３．雨除け被覆下での本病原菌の飛散時期は、主に６月中旬～９月下旬の降雨時であり、

0.5mm/h 未満と降水量が少ない場合でも飛散が確認された（図２）。 

４．雨除け被覆下でも降雨時に果房付近に濡れが生じていた（図３）。 

５．本病の果房への主な感染時期は、５月下旬～７月上旬（開花期～袋掛け前）で、特に６

月中旬～７月上旬（果粒大豆大～袋掛け前）の感染割合が高かった（図４）。 

 

以上の結果、前年の結果母枝及び巻きひげで越冬した本病原菌は、主に６月以降に分生子

を形成し、雨除け被覆下であっても降雨に伴う飛散により果房に感染する（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．試験は農業研究所病虫研究室圃場で行い、品種は「ピオーネ」（簡易被覆）を用いた。 

２．分生子形成時期、飛散時期及び果房への感染時期は当年の気象条件によって前後する可

能性がある。 

３．無核化・肥大処理を介して感染している可能性は低い（データ省略）。 

４．本病は袋掛け後にも感染するため（データ省略）、収穫が遅れないよう適期収穫を心

掛ける。 

５．果粒大豆大～袋掛け前の薬剤散布は特に重要であると考えられるため、散布むらのな

いよう十分な薬液量を、汚れ、果粉溶脱に注意して散布する。 

 

 

 

 

 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/
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［具体的データ］ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：簡易被覆栽培ブドウにおける晩腐病の防除対策 

予算区分・研究機関：交付金・平 30～令２年度 

研究担当者：苧坂大樹、金谷寛子、桐野菜美子、髙田真里、畔栁泰典 

関連情報等：１）試験研究主要成果、平 27（59-60） 

図４ 果房の暴露（除袋）期間が成熟期の  

晩腐病の発病に及ぼす影響 
注）調査日：2020 年９月 15 日 

図中の **はχ 2 検定により、全期間有袋区との比 

較において有意差があることを示す(p<0.01） 

図１ 前年の結果母枝及び巻きひげ

からの晩腐病菌の検出 
注）調査期間：2019 年１月中旬～２月下旬 

供試数：結果母枝；30 個、巻きひげ； 
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図３ 簡易被覆条件下の１時間当たりの降水量と濡れの関係 
注）簡易被覆条件：雨除けビニル被覆部の幅は約 90cm、雨除けビニルの長さは約 26m 

調査位置：内側（主枝の位置）、中間（内側と外側から約 20cm、果房の位置）、外側（雨除け 

ビニル端）の３ヵ所、高さは 160cm 

調査期間：2018 年６月５日～７月８日の降雨時（0.5mm/h 以上） 

降水量：アメダス赤磐の観測データ 

濡れ：「WatchDog A-Series130，Spectrum 社製」による 10 分間隔の葉水分（LeafWetness） 
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図２ 晩腐病菌の分生子形成、飛散及び感染時期（2020 年） 
注）調査期間：2020 年５月～９月 

  図中の    は期間を、   は感染割合の推移（2020 年の結果に基づくイメージ図）を示

し、山が高いほど、感染割合が高いことを示す。積み上げ面グラフは降水量（mm/日）を示し、

山が高いほど降水量が多いことを示す。 
 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/502548_3749737_misc.pdf

